
令和4年度事業報告

1事業概要

我が国は、 「超高齢・人口減少社会」に突入し、労働力人口の減少が進行する中、高年

齢者が年齢に関わりなく人手不足分野や現役世代を支える分野での就業の促進は、高年

齢者の生活の安定、生きがいの向上や事業所等の人手不足の解消、社会・経済の維持、

発展等のためにますます重要となっています。

このような状況の中、長引く新型コロナウイルス感染症の影響の下に発生したロシア

によるウクライナ侵攻により、世界経済に深刻な打撃を与え我々の生活にも物価高騰の

波が押し寄せており、就業の確保にも様々な影響が出ておりますが、構成市であります

甲州市、山梨市をはじめ関係機関のご支援、ご指導のもと、会員と役職員が一丸となっ

て事業拡大を図るべく諸施策を講じてまいりました。また、運営経費については、国並

びに両市の補助金を基盤として、事業を展開してまいりました。

ウイズコロナの下で社会経済活動の再開、継続が図られておりますが、就業開拓等に

おいては、依然厳しい状況のもとでの事業展開となりました。また、公益法人として、

「法令遵守」を意識した活動が求められていることから厚生労働省から示された適正就

業ガイドラインに沿って、引き続き、適正就業の視点に立った請負契約の見直しを行っ

た結果、一部派遣事業への移行に繋がりました。

事業の受託状況については､請負・委任では、受注件数1,740件、就業実人員352人、

就業延べ人員30，617人、契約金額では前年度並みの1億5,155万7,128円となりまし

た。一方、労働者派遣事業では、請負からの切り替えにより受注件数は昨年度より25件

増加し45件、就業実人員は24人増加し62人、就業延日人員は1,458人増加し4,840

人、契約金額では前年度比26.27％増加し3,320万1,682円の実績となりました。

今後も、基本理念（自主・自立、共働・共助）を軸とし、会員、役員、事務局が一丸と

なって組織体制を充実させ、高齢者が有する経験と能力を活かして地域社会で活躍する

場を提供し、これまでの社会への感謝を忘れず市民の皆様に信頼され、地域に根差した

事業活動を実施して参ります。

事業の内容に関する詳細は次のとおりです。

．

§

2事業実施内容

（1）就業機会提供事業

①雇用によらない就業機会の提供

高齢者にふさわしい地域に密着した仕事を一般家庭、民間企業及び公共団体等

から引き受け、会員の能力、希望等に応じて請負又は委任という形式で会員に就

業機会を提供しました。

受託事業については、受注件数は82件増加しましたが、契約金額は前年度並み

となりました。
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②雇用による就業機会の提供

適正就業の推進を図るため、労働者派遣事業による就業機会の提供を行いました。

労働者派遣事業については、前述のとおり前年度より872万2,730円（受注件数

25件増）の増額となりました。

(2)事業運営体制の充実

①事業発展のため、県、全シ協、連合会、県内の拠点シルバー人材センター等関係

団体、また、構成市との連携を密にし、広域的な就業機会の開拓・情報収集に努

め事業運営体制の充実を図りました。

②全シ協及び県連合会等主催の研修会等に参加し、職員の資質向上を図りました。

③会員拡大については､広報誌等を通じた会員募集や定期的に入会説明会を開催す

るなど入会促進に努めました。しかしながら、65歳までの雇用確保義務及び70歳

までの就業確保努力義務等により、 65歳未満の入会者が少ないことと加齢等によ

る退会者が一定数いたことから、前年度より16人減少し394人となりました。

(3)就業機会の確保と開拓

①会員、役職員が一体となり、就業方法及び就業場所の開拓を検討し就業機会の増

加を図ってきました。

②就業機会開拓推進員による甲州市、山梨市の事業所、一般家庭など3,104件（前

年比1,920件増）を訪問し、 3,351件（前年比824件増）のポステイングチラシの

配布を行い､その内､新規受注開拓件数は121件(前年比33件増）の成果を上げ
ることができました。

また、既に受注している事業所等には継続のお願いも実施し、就業の確保と就

業率の向上に努めてきました。

③就業希望をする高齢者を対象に就業相談を実施した結果、相談件数は100件(前

年比20件増)の実績がありました。

④すべての会員に就業の機会を提供できるよう、就業中の会員に理解と協力を求め、

ローテーションやワークシェアリングを進めてきました。

(4)農作業（果樹栽培等）への積極的支援

地場産業である果樹栽培における農業の担い手の減少と高齢化の進行が果樹農家

の将来に大きな課題となっている状況のなか、地域の担い手として農家に就業を行

いました。一方、農作業の出来る会員が限られており、受託できない状況が課題と

して残っております。

(5)福祉・家事援助事業への積極的参加

福祉・家事援助サービス事業の現状を踏まえ、更なる受注の増大に備え、質の高

いサービスを提供するため、行政と連携を図り的確な把握に努めました。
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(6)安全。適正就業の推進

①会員の安全就業の推進と健康管理についても常に助言を行い､また安全委員会を

開催するとともに連合会主催の研修会にも積極的に参加し、安全委員会を通じて

組織的に安全就業の推進を図りました。

②安全。適正就業パトロールを実施し、また、安全就業推進啓発文書を発行し、安
全適正就業の推進を図りました。

③熱中症の注意喚起や気象情報等、情報が速やかに伝わるよう、ショートメール等
を利用しながら安全確保に努めてきました。

(7)普及啓発活動の推進

①高齢者の就業促進や適正な就業維持を図るため、 「シルバー人材センターだより」
を発行し、管内の全戸及び事業所等に配布を行いました。また、構成市の広報誌
を活用して会員募集の周知を図りました。

②シルバー事業への信頼と理解が得られるようチラシ等配布し､一般家庭､事業所、
官公庁に対し本事業の意義と理念及び仕組み等を周知するとともに高齢者自身の
本事業に対する意識啓発にも努めました。

§

(8)社会参加活動の推進

地域社会を支える担い手として､公共施設の除草や清掃のボランティア活動を実施
しました。

(9)消費税における適格請求書等保存方式への対応

令和5年10月から、シルバー人材センターにとって極めて大きな影響を受ける
「インボイス制度」の導入が予定されており、令和4年12月16日令和5年度与党
税制改正大綱が決定され、シルバー人材センターに関して税制上の特例措置は盛り
込まれない事が決まりましたので、 IP等を通じて各会員に周知を行いました。

《

3総会・理事会の開催

定款に定める当センターの事業目的に沿って運営できるよう、次のとおり開催しま
した。

（1）定時総会 令和4年5月30日（月） 勝沼防災センター
(2)第1回理事会 令和4年5月13日（金） 勝沼防災センター
第2回理事会 令和4年5月30日（月） 勝沼防災センター
第3回理事会 令和4年9月16日（金） 勝沼防災センター
第4回理事会 令和5年3月15日（水） 甲州市民文化会館
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正味財産増減

令和4年4月1日から令細
(単位：円）
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霜 ･目 当年度 前年度 増減

I一般正味財産増旋 Zの部
1．問杢濡増減の部

(1)経常収盃

受託
一一一■色 ▲

受収配分金

151,557,128

137,550,862

151,501,475

137,889,108

55,653

△338,246

受取材科費等 2,497,773 1,878,198 619,575

受取事務費 11,508,493 11,734,169 △225,676

労働者派遣事對 ;等受託収益 2,330,671 1,717,747 612,924
辛瞬幸握塞可

罪業等受託収益 2,330.671 1,717,747 612,924

受取会費 954.800 979,000 △24，200

正会員受取会費 954,800 979,000 424,200

受取補助金等 30,208,000 28,508,000 1,700,000

受取連合交付省
』
ｒ
『 13,708,000 12,008,000 1,700,000

蛍取（市）禰月 I金 16,500,000 16.500.000 0

雑収益 793 2,821 42,028

受取利息 293 321 △28

雑収益 500 2,500 △2，000

経常収益曾 185,051,392 182.709.043 2,342,349

(2)経常習用

事業費 184,467,670 183,897,815 569,855

支払’ 分金 137.550,862 137,889,108 △338,246

支払1 料費等 2.497,773 1,878,198 619,575

給料且 当 25,955,788 25,575,014 380,774

臨時） 賃金 1,800,900 1,780,890 20,010

法定1 利費 4,202,327 4,003,286 199,041

返月戒ヌ 付費用 1,943,454 1.941,564 1,890

福利I f
一 昌費 137,452 162,432 △24，980

会議I 17,640 23,760 △6，120

旅費I 通養 0 4,280 △4，280

蒲信江 闘鶴響 918.582 871.625 46,957

什器、 i品聲 47,300 27,280 20,020

消耗占 I費 632,725 636, 156 △3，431

修繕； 53,669 147,389 △93．720

印刷§ :本費 980,122 913.165 66,957

光熱 ,料費 387,008 367,581 19,427

賃借I 2,131,571 2,867,923 △736,352

保険I 1,764,490 1.814.970 △50，480

租税 ･課 548,900 240,800 308,100

支払？ 担金 3,000 1.600 1,400

委託I 2,661,933 2,691,933 △30，000

支払； .数料 232,174 56,861 175,313

雑譽 0 2,000 42,000

管理費 765,943 781.328 415,385

給料手当 132,042 131.454 588

法定福利費． 21,299 21,486 △187

退職給付費用 3,876 3,876 0

今零塁 12.600 9,220 3.380

役員等旅費交通費 35.000 22,000 13,000

涌信証函鰐菩 68,460 64.260 4,200

消耗品醤 16,302 68,640 △52，338

印刷製本管 59,433 64,955 △5，522

具"1日何 1.100 9,990 △8，890

保険料 87,540 84,640 2,900

租税公i 巣 3,100 1,400 1,700

支払負； 旦金 240,000 240,000 0

委託費 39,511 20,502 19,009

支払手数料 4.180 3,905 275

雑審 41,500 35,000 6,500

経常響用計 185.233,613 184,679,143 554,470

評価損益等； 司整前当期経常増減額 △182,221 △1,970,100 1,787,879

当期経常増減 頃 △182,221 △1,970.100 1,787,879

2.経常外増減（ ,部

(1)経常外収益

経常外収益 汁 0 0 0

(2)経常外費斥

固定資産除 即損 0 0 0

童両琿ｵ瀦具除却損 0 0 0

， 経常外譽用計 0 0 0

埋罰堂又春御輻琶… 0 0 0

一＝五百■ロ…菅■＝＝な匙で画 4182,221 △1,970.100 1,787,879

一鰐7F陸財産期首尭冨 22,395,389 24,365,489 41,970,100

一畳等I卜涯函~産恕太握鑑 22,213,168 22,395,389 4182,221

10 1卜味函~塵副木瀝缶1 22,213,168 22,395,389 △182,221



貸借対照表

令和5年3月31日現在

母産の部

_流動盗盾

流動資産合肩

リ

室輌琿搬兵

預託金

その他固定資産合

固定資産合計

資産合計

Ⅱ負債の部

‘

流動負債合計

負債合計

Ⅱ正味財産の部

l.一般正味財産

（うち基本財産への充当蕊

濤宗笹産への詞

負債及び正味財産台

-14-

科目 当年度 前年度 増減

23,924,676

10,152,017

0

87,540

23,635,789

10,846,802

0

87，540

288,887

△694,785

０
０

34,164,233 34,570,131 △405,898

3

1

60,000

15,420

3

1

60,000

15,420

０
０
０
０

75,424 75,424 0

75,424 75,424 0

34.239.657 34.645,555 八405.898

l1 ， 199

366

460

3

９
ヶ
９

781

174

534

l1 ， 393

418

438

９
，
、

278

000

888

〕

4193

△51

７
９

497

826

21,646

12,026,489 12,250,166 △223,677

12,026,489 12,250,166 △223,677

22,213,168

（ ）

（ ）

22,395,389

（ 0）

0）

4182,221

（ 0）

（ 0）

22,213,168 22.395,389 4182,221

34.239,657 34.645,555 4405,898


